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「2014年改定の要点と解説」
正　誤　表

2014年３月27日現在

誤 正

Ｐ86　 クラウン・ブリッ
ジ維持管理料の解
説

改定前
• 補管算定から１年超２年以内
• 補管を算定した歯冠補綴物また
はブリッジの隣在歯をやむを得
ず抜歯

改定後
• 補管算定から２年以内
• ①補管を算定した歯冠補綴物ま
たはブリッジの隣在歯をやむを
得ず抜歯②補管を算定したブリ
ッジの隣在歯およびそのブリッ
ジの支台歯をやむを得ず抜歯※

改定前
• 補管算定から１年超２年以内
• 補管を算定した歯冠補綴物の隣
在歯または補管を算定したブリ
ッジの隣在歯をやむを得ず抜歯

改定後
• 補管算定から２年以内
• ①補管を算定した歯冠補綴物の
隣在歯または補管を算定したブ
リッジの隣在歯をやむを得ず抜
歯②補管を算定したブリッジの
隣在歯およびそのブリッジの支
台歯をやむを得ず抜歯※③補管
を算定した歯とその隣在歯をや
むを得ず抜歯

Ｐ109　 改定事例８の２
行目

また同月に同一建物内で また同日に同一建物内で

Ｐ146
特掲診療料の施設基準等
及びその届出に関する手
続きの「第４　経過措
置」等

表 １　新たに施設基準が創設されたこ
とにより平成2624年４月以降におい
て当該点数を算定するに当たり届出
の必要なもの　（抜粋）

表 １　新たに施設基準が創設されたこ
とにより平成2624年４月以降におい
て当該点数を算定するに当たり届出
の必要なもの　（抜粋）

　　在宅かかりつけ歯科診療所加算

誤 正

Ｐ13　点数表・在宅 在宅患者緊急時等カンファレンス料
 ……200

在宅患者緊急時等カンファレンス料
 ……200
 （注．点数への網かけはない）

Ｐ54　 訪問歯科衛生指導
料

ß
１ ．…場合の患者への提供文書には…

ß…
１．…場合のカルテには…

Ｐ84　 歯冠修復・欠損補
綴の通則20

イ  　区分番号M000-2に掲げるクラウ
ン・ブリッジ維持管理料の（７）に
より，「歯冠補綴物またはブリッ
ジ」を保険医療機関において装着し
た場合において，外傷，腫瘍等（歯
周疾患が原因である場合を除く．）
によりやむを得ず隣在歯または隣在
歯および当該ブリッジの支台歯を抜
歯し，ブリッジを装着する場合

イ  　区分番号M000-2に掲げるクラウ
ン・ブリッジ維持管理料の（７）に
より，「歯冠補綴物またはブリッ
ジ」を保険医療機関において装着し
た場合において，外傷，腫瘍等（歯
周疾患が原因である場合を除く．）
によりやむを得ず隣在歯または隣在
歯および当該歯冠補綴物が装着され
た歯もしくは当該ブリッジが装着さ
れた支台歯を抜歯し，ブリッジを装
着する場合

Ｐ85　クラウン・ブリッ
ジ維持管理料の通知（７）

（７ ）「注１」の「歯冠補綴物または
ブリッジ」を保険医療機関におい
て装着した日から起算して１年を
経過した日以降２年を経過するし
た日までの間に，外傷，腫瘍等
（歯周疾患が原因である場合を除
く．）によりやむを得ず隣在歯ま
たは隣在歯および当該ブリッジの
支台歯を抜歯し，ブリッジを装着
する場合には，あらかじめその理
由書，模型，エックス線フィルム
またはその複製を地方厚生（支）
局長に提出し，その判断を求める
ものとする．また，添付模型の製
作の費用は，基本診療料に含ま
れ，算定できないが，添付フィル
ムまたはその複製については

（７ ）「注１」の「歯冠補綴物または
ブリッジ」を保険医療機関におい
て装着した日から起算して１年を
経過した日以降２年を経過するし
た日までの間に，外傷，腫瘍等
（歯周疾患が原因である場合を除
く．）によりやむを得ず隣在歯ま
たは隣在歯および当該歯冠補綴物
が装着された歯もしくは当該ブリ
ッジが装着された支台歯を抜歯
し，ブリッジを装着する場合に
は，あらかじめその理由書，模
型，エックス線フィルムまたはそ
の複製を地方厚生（支）局長に提
出し，その判断を求めるものとす
る．また，添付模型の製作の費用
は，基本診療料に含まれ，算定で
きないが，添付フィルムまたはそ
の複製については

国会行動

消費税増税を強行消費税増税を強行
「全額社会保障に回す」は偽り

　

多
く
の
国
民
が
消
費
税
増
税
の
撤
回
・
延
期
を
求
め
る

な
か
、
安
倍
政
権
は
４
月
１
日
、
消
費
税
率
を
８
％
に
引

き
上
げ
た
。
景
気
後
退
に
伴
う
税
収
減
や
国
民
生
活
の
悪

化
は
避
け
ら
れ
ず
、
医
療
機
関
は
新
た
な
「
損
税
」
負
担

を
強
い
ら
れ
る
。
増
税
で
「
社
会
保
障
を
充
実
さ
せ
る
」

と
し
た
政
府
の
公
約
は
反
故
に
さ
れ
た
ま
ま
だ
。

　

政
府
の
試
算
で
は
、
消
費

税
率
の
３
％
引
き
上
げ
で
生

ま
れ
る
財
源
は
約
５
兆
円
。

来
年
度
の
予
算
資
料
を
読
み

解
け
ば
、「
社
会
保
障
の
充

実
」
に
使
わ
れ
る
の
は
増
収

分
の
う
ち
、
わ
ず
か
２
２
０

０
億
円
。
地
方
分
を
合
わ
せ

て
も
５
千
億
円
に
し
か
な
ら

な
い
。
し
か
も
、
大
半
は
保

育
分
野
へ
の
企
業
参
入
を
促

す
中
身
と
な
っ
て
い
る
。

　

５
兆
円
の
使
途
と
し
て
最

も
多
い
の
は
、
基
礎
年
金
の

国
庫
負
担
割
合
を
２
分
の
１

に
引
き
上
げ
る
た
め
の
予
算

だ
。
政
府
は
約
３
兆
円
を
充

て
る
と
説
明
し
て
い
る
が
、

こ
の
予
算
は
２
０
０
７
年
の

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
定
率
減
税

え
る
こ
と
に
な
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
を
合
計
し

て
も
１
・
３
兆
円
が
余
る
。

財
務
省
の
説
明
で
は
、「
残

余
は
後
代
へ
の
負
担
の
付
け

回
し
の
軽
減
に
向
け
る
」
と

し
て
い
る
。
あ
い
ま
い
な
表

現
で
使
途
を
限
定
し
て
お
ら

ず
、
来
年
度
予
算
で
増
額
計

上
し
た
公
共
事
業
や
軍
事

費
、
大
企
業
減
税
分
に
〝
空

費
〞
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

「
社
会
保
障
の
充
実
」
と

は
名
ば
か
り
の
消
費
税
増
税

・
社
会
保
障
「
改
革
」
の
実

態
を
明
ら
か
に
し
、
政
策
の

転
換
を
迫
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

廃
止
分
で
手
当
て
さ
れ
て
い

る
も
の
で
あ
り
、
消
費
税
の

流
用
に
他
な
ら
な
い
。

　

ほ
か
に
も
、
増
税
に
伴
い

増
加
す
る
社
会
保
障
関
係
の

経
費
に
２
３
０
０
億
円
充
て

る
と
し
て
い
る
。
増
税
分
の

大
半
が
「
社
会
保
障
の
充

実
」
と
は
無
縁
の
政
策
に
消

　

「
医
療
・
介
護
総
合
法

案
」
の
一
括
審
議
は
撤
回
を

―
―
。
協
会
・
保
団
連
は
３

月
13
日
、
安
倍
政
権
が
今
国

会
で
の
成
立
を
目
指
す
同
法

案
の
阻
止
、
診
療
報
酬
改
善

な
ど
を
求
め
て
、
役
員
・
事

務
局
12
人
が
地
元
選
出
国
会

議
員
に
要
請
し
た
。

　

「
保
険
で
よ
い
歯
科
」
署

名
（
７
７
５
筆
）
を
宮
本
岳

志
衆
院
議
員
（
共
産
）
に
、

同
署
名
（
91
筆
）
や
「
原
発

ゼ
ロ
」
署
名
な
ど
、
会
員
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
計
５
署
名
を

山
下
芳
生
参
院
議
員
（
同
）

に
そ
れ
ぞ
れ
預
け
た
。

　

参
院
厚
労
委
員
会
の
小
池

晃
議
員
（
同
）
の
質
問
を
傍

聴
。
医
科
で
の
同
一
建
物
へ

の
訪
問
診
療
の
点
数
引
き
下

げ
に
つ
い
て
、「
医
療
機
関

の
規
制
で
は
な
く
、
患
者
紹

介
業
へ
の
対
策
を
講
じ
る
べ

き
」
と
求
め
た
。
田
村
憲
久

厚
労
相
は
「
患
者
が
医
療
を

受
け
ら
れ
な
い
状
況
に
な
れ

ば
中
医
協
に
は
か
る
」
と
答

弁
し
た
。

　

午
後
に
は
、「
徹
底
検
証
！

医
療
・
介
護
総
合
法
案
」
国

会
内
集
会
が
開
か
れ
、
国
会

議
員
や
医
療
関
係
者
ら
１
２

０
人
が
参
加
。
住
江
憲
勇
保

団
連
会
長
は
「
消
費
税
増
税

の
一
方
で
、
医
療
や
社
会
保

障
の
改
悪
が
狙
わ
れ
て
い

る
」
と
し
て
、
世
論
を
大
き

く
し
て
改
悪
を
撤
回
さ
せ
よ

う
と
呼
び
か
け
た
。

 

（
次
号
に
要
請
議
員
一
覧
）

　

接
触
皮
膚
炎
は
、
原
因
を

特
定
で
き
れ
ば
、
そ
の
原
因

と
接
触
し
な
い
よ
う
に
す
る

こ
と
で
治
癒
す
る
こ
と
が
期

待
で
き
る
。

　

歯
科
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー

は
、
全
身
性
接
触
皮
膚
炎
で

あ
る
。
よ
っ
て
、
原
因
金
属

を
特
定
で
き
れ
ば
、
口
腔
内

か
ら
原
因
金
属
を
除
去
す
る

こ
と
で
治
癒
す
る
こ
と
に
な

る
（
↓
歯
科
金
属
ア
レ
ル
ギ

ー
確
定
過
程
）。

　

し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
歯
科

医
に
と
っ
て
の
治
療
は
、
症

状
の
改
善
を
確
認
す
る
だ
け

で
は
終
わ
ら
な
い
。

　

次
に
、
口
腔
内
で
使
用
し

て
も
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
さ

な
い
歯
科
材
料
を
検
索
し
、

そ
れ
に
よ
り
口
腔
内
を
修
復

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
る

（
↓
使
用
可
能
材
料
検
索
過

程
）。

　

歯
科
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
治

療
で
最
も
重
要
な
こ
と
は
、

歯
科
金
属
が
原
因
か
ど
う
か

を
判
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。

適
切
な
治
療
を
行
い
さ
え
す

れ
ば
、
症
状
が
改
善
す
れ
ば

歯
科
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
が
確

定
し
、
症
状
が
改
善
し
な
け

れ
ば
歯
科
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー

の
可
能
性
は
少
な
い
と
診
断

で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
適
切

な
診
断
が
で
き
れ
ば
、
歯
科

金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
を
過
剰
に

心
配
し
た
オ
ー
バ
ー
ト
リ
ー

ト
メ
ン
ト
を
行
う
必
要
は
な

い
。

　

症
状
の
改
善
が
確
認
で
き

れ
ば
、
修
復
処
置
の
た
め
の

使
用
材
料
を
検
索
す
る
こ
と

に
な
る
。
す
べ
て
の
歯
科
材

料
は
ア
レ
ル
ギ
ー
を
起
こ
す

可
能
性
が
あ
る
。
よ
っ
て
、

各
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
の
安

全
な
材
料
を
検
索
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
ア
レ
ル
ギ

ー
検
査
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
症
状
が
改
善
し
た
後

に
、
口
腔
内
に
使
用
予
定
材

料
を
一
定
期
間
充
填
や
仮
着

す
る
。
そ
の
後
、
症
状
の
悪

化
が
な
け
れ
ば
安
全
な
使
用

材
料
が
確
定
す
る
。
つ
ま

り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
症
状
が

改
善
し
な
け
れ
ば
、
安
全
な

使
用
材
料
の
検
索
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
。

 

（
お
わ
り
）

歯
科
金
属
ア
レ
ル
ギ
ー
の
診
断
・
治
療 

⑤

高　

永
和
（
生
野
区
）

使用可能材料を探る
症状改善すれば安全

医
療
・
介
護
総
合
法
案
で
要
請

一
括
審
議
の
撤
回
迫
る

140

2014年度の消費税増税分５兆円の使途

消費税増税分
５兆円

増税に伴う経費増
2300億円

年金国庫負担1/2等
2.9兆円

※2007年のサラリーマン
　定率減税廃止で手当て
　した財源は他へ流用

社会保障以外の予算へ
1.3兆円

（2014年度予算資料から作成）

社会保障の充実
５千億円


